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Propionylmaridomycinの 皮 膚科 領域 に おけ る使 用経 験
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武田薬品工業株式会社で開発された耐性非誘導型の新

マクロライ ド系抗生物質であるpropionylmaridomy-

cinを 皮膚化膿症45例 に使用 しその臨床治療効果および

黄色ブドウ球菌に対する試験管内抗菌力につき,い ささ

か検 討を加える機会があつたので以下に報告する。

1. 膿皮症に対する臨床効果

45例 の膿皮症につき,本 剤を内服させてその臨床治療

効果を検討した。

対象とした膿皮症の内訳は以下のとお りである。

対象 とした疾患

伝染性膿痂疹 1例

〓 14例

〓 腫 症 8例
よう

癰 3例

蜂 窩 織 炎 4例

〓 疽 4例

丹 毒 1例

膿 瘍 1例

成人アポクリン汗腺膿瘍 1例

2次 感染性粉瘤 5例

リンパ管炎― リンパ腺炎 3例

計 45例

用法: 本剤の使用は成人1日 量1200mg(6カ プセル)

を原則とし,食 後3回 に分服せ しめた。幼児の場合は体

重1kg当 り30mgの 割合で体重に比例して計算して投

与した。

患者は原則として2～3日 ごとに来院させ,臨 床症状

の経過を観察し同時に自覚症状についてもその都度問診

した。病巣部からはできる限 り菌の分離培養を行ない,

これをブドウ球菌No.110培 地に移して分離 し,そ の後

平板希釈法により抗菌力テス トを行なつた。

臨床効果の判定: 各機関の申し合わせに したがい著

効,有 効,や や有効,無 効の4段 階に区分 して記載し

た。但し著効,有 効……等の判定は各機関に任せたが,

以下の基準に従がつた。

著効……本剤使用後2～3日 に して極めて著 しい他覚

所見の改善または治癒がみられ且つ自覚症状もそれに比

例 して好転した場合。

有効……使用により2～3日 に して自他覚症状ともに

好転を示 し約1週 間内に症状が極めて好転するか治癒 し

た場合。

やや有効……使用後1週 間から10日 位のうちに自他覚

症状が好転したことが認められた場合。

無効……使用後1週 間しても自他覚症状の好転が全 く

みられないか増悪を示す場合。

以上,45例 の成績は一括 してTable 1, 2に 示 した。

表からわかるように,や や有効以上の症例は45例 中36

例(80%)を 示 した。これは従来のerythromycin, leuco-

mycin等 のマクロライ ド系薬剤の臨床効果 と大体 似た

ものである。全症例に副作用は認められなかつた。

2. Propionylmaridomycin (PMDM)の 試験管内抗

菌力試験

膿皮症病巣から分離したブ ドウ球菌14株,お よび関西

医大中検から分与されたブドウ球菌19株 の計33株 につい

てpropionylmaridomycin, erythromycin, leucomy-

cinの3剤 を使用して,寒 天平板希釈法によりMICを

測定 した。

その成績はTable 3～Table 5に 示 した。
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Table 1 Clinical results
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Table 5か ら もわ か る よ うに,propionylmaridomy-

cinの ブ ドウ球 菌 に 対 す るMICはleucomycinの

MICと 極 め て似 てお り,1.56mcg/mlに1つ の大 き な

峰 が あ り,更 に100mcg/ml以 上 に も う1つ の峰 を もつ

2峰 性を 示 して い る。Erythromycinも 同様 傾 向 の2峰

性 を示 す が,前2者 に比 してや や 感 受 性 が 劣 る 印象 を受

け る。

3. Propionylmaridomycinとleucomycin, eryth-

romycin相 互 間 の感 受 性,耐 性 の 関係

前 記33株(膿 皮 症 か ら の分 離 株14株,中 検 保 存株19株)

を使 用 して,propionylmaridomycin, leucomycin, 

erythremycin 3者 に対 す るそ れ ぞ れ の 感 受 悔 耐 性 の

関 係 を 検 討 して み た 。

膿 皮 症 分 離14株 に お い て は,14株 中12株(86%)に お

い てpropionylmaridemycin, leucomycin, erythrtr 

mycin 3者 の 間 に 感 受 性 耐 性 の一 致 が み ら れ た 。2

株 の ブ ドウ球 菌 に お い て のみ,erythromycinは 他 の2

者 と感 受 性,耐 性 が 一 致 しな か つ た 。

中検 保 存 の19株 に お い て は,19株 中13株(68%)に お

い てpropionylmaridomycin, leucomycin, erythro-

mycin 3者 の 間 に感 受 性,耐 性 の 一 致 がみ られ た。 残 り

6株 にお い て は,erythromycinの み が他 の2者 と の間

に感 受 性,耐 性が 一 致 しなか つ た 。

即 ち,全33株 の ブ ドウ球 菌 に お い て,propionylmari-

demycinとleucomycinは 総 て 感 受 性,耐 性 が一 致 し

Table 2 Clinical results (45 cases)

Table 3 MIC of clinically isolated Staph. aureus (14 strains) from pyoderma

Table 4 MIC of Staph. aureus (19 strains) preserved in cental clinical laboratory

Table 5 MIC of total Staph. aureus (33 strains)
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たが,erythromycinの みはこの2者 と少 し異な り,8

株(24%)に おいて他の2者 と感受性,耐 性の一致がみ

られなかつた。

4. Propionylmaridomycinの 臨床効果 と,そ れぞ

れの症例から分離された起因ブ ドウ球菌に対す る

MICと の関係について

検討し得た12症 例についてみると以下のとおりである。

即ちMIC 6.25mcg/ml以 下を感受性,12.5mcg/ml

以上 を耐性として,そ れぞれのブドウ球菌により生 じた

膿皮症の臨床効果との間の関係を検討してみた。

起炎菌の感受性と臨床効果の間に平行関係がみられる

場合,即 ち起炎菌がpropionylmaridomycinに 感受性

であつて,臨 床効果もやや有効以上 の効果で あつた場

合,お よび起炎菌が感受性を示さず耐性であつて,臨 床

効果も無効であつた場合を○印で表わし,平 行関係がみ

られない場合を△で表わしてみた。

その成績を示すとTable 6の とお りである。

Table 6か ら うかがわれるように,起 因 ブ菌 の感受

性,耐 性と臨床効果との間に平行関係がみられた場合は

12例 中5例(42%),平 行関係がみられなかつた場合は12

例中7例(58%)と なつた。即ちこの成績から,in vitro

における起因ブドウ球菌の本剤に対する感受性,耐 性と

本剤をその症例に使用した場合の臨床効果との間には一

致がみられなかつた。

以上,propionylmaridomycinを 皮膚科領域の膿皮

症に対 して使用した臨床効果と,分 離ブドウ球菌に対す

る抗菌力について報告 した。

THE CLINICAL EXPERIENCE OF PROPIONYLMARIDOMYCIN 

IN THE DERMATOLOGICAL FIELD 
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The effect of propionylmaridomycin, a new antibiotic belonging to macroloide group, against 45 cases 
of various pyoderma including impetigo (1 case) furuncles (14 cases), furunculosis (8 cases), carbuncles 

(3 cases), cellulitis (4 cases), panaritium (4 cases), erysipelas (1 case), abscess (1 case), hidradenitis 
suppurativa (1 case), infected atheromas (5 cases) and lymphadenitis (3 cases), were reported. 

The effect was classified as "excellent", "good", "fair" and "none". Percentage of effectiveness in 
"excellent" to "good" was 80%. No side effects were observed in all cases tested. 

The MIC of this antibiotic against 33 strains of staphylococci was 1.56 mcg/ml in 14 strains, 3.12 

mcg/ml in 5 strains, 25 mcg/ml in 1 strain and 100 mcg/ml in 13 strains respectively. This result 

showed very similar pattern to that of leucomycin showing 0.78 mcg/ml in 1 strain, 1.56 mcg/ml 
in 13 strains, 3.12 mcg/ml in 5 strains, 12.5 mcg/ml in 1 strain and 100 mcg/ml in 13 strains. 

Table 6 Correlation between susceptibility 

of organisms and clinical effects 


